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 石川県の伝統食品「棒茶」は茶の茎を焙煎したほうじ茶で，芳ばしい香りが特徴である。本研究では，

棒茶の香味成分とおいしさとの関係性を評価するため， 6つの市販棒茶について香味成分分析と官能評価

を行った。官能評価は，大学生 52名による棒茶の嗜好性の評価とした。香味成分分析データの多変量解析

（主成分分析）で得られたスコアプロットにおいて，官能評価で好まれた棒茶はプロット中心部に位置し

ていたことから，好まれた棒茶の香味成分は平均的な組成であることが判明した。また，香味成分分析デ

ータから，官能評価スコアを高精度で予測する式を作成した (r = 0.9992)。この予測式を解析した結果，好ま

れた棒茶にはピラジン類（焙煎の香り成分）が多く含まれ，好まれなかった棒茶にはアルデヒド類（酸化

臭の成分）が多く含まれていることが判明した。  
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